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（写真）マリア・コリナ・マチャド VV 党首 “行政監督庁 マチャド党首に１５年の出馬禁止措置” 

 

 

２０２３年６月３０日（金曜） 

 

政 治                     

「行政監督庁 マチャド党首は１５年出馬禁止 

～米・OAS・コロンビア マドゥロ政権批判～」 

「マチャド党首 現時点では抗議行動呼びかけず」 

「主要野党 短めに今回の対応を批判」 

「バイデン政権 ロドリゲス議長と水面下で協議」 

経 済                     

「英国 マドゥロ政権の GOLD 裁量権異議を棄却」 

「自動車売買プラットフォーム CarValue」 

社 会                     

「働きやすい企業ランキング２０２３公開」 

2023 年 7 月 1-2 日（土・日） 

 

政 治                    

「米国 クリベル・アルカラ氏の個人制裁を解除 

～テロ計画罪の罪で引き続き拘留～」 

「タチラ州 コロンビア領事館が活動再開」 

「チリ 在ベネズエラ・チリ代表大使を任命」 

経 済                    

「イベリア航空 ベネー西間を週５に増便」 

「２３年半期 インフレ１００％、レート６０％」 

社 会                    

「Socoadventures ベネズエラの自然映像が注目」 

「軍部 アマゾナス州鉱区住民へ自主避難を推奨」 
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２０２３年６月３０日（金曜）             

政 治                       

「行政監督庁 マチャド党首は１５年出馬禁止     

 ～米・OAS・コロンビア マドゥロ政権批判～」       

 

６月３０日 与党国会内で野党議員として活動するホ

セ・ブリト議員は、急進野党「Vente Venezuela」のマリ

ア・コリナ・マチャド党首は１５年の出馬禁止状態にな

っていると発表した。 

 

この決定は、出馬可否を決定する組織「行政監督庁」に

よる決定である。 

 

先だって、ブリト議員は予備選挙に出馬したマチャド党

首について行政監督庁に訴えを起こしていた（「ベネズ

エラ・トゥデイ No.927」）。 

 

訴えの理由は、「マチャド党首が公職選挙に出馬できな

い可能性があるにも関わらず、予備選挙に出馬している」

からだという。 

 

マチャド党首は、２０１５年に行政監督庁から１年間の

選挙出馬禁止措置を受けた。 

 

つまり、２０１６年に出馬禁止措置は経過しているが、

最終的に出馬を可能にするためには行政監督庁が出馬

禁止措置の解除を発表する必要があった。 

 

この「行政監督庁がマチャド党首の出馬禁止措置の解除

を発表していない」という問題について、ブリト議員は、

マチャド党首が現在公職選挙に出馬できるのかどうか

をはっきり説明するよう求めたことになる。 

 

 

 

 

そして、ブリト議員が行政監督庁から受けた回答は 

「マチャド党首は資産申告詐称の疑いがあり、この捜査

が現在も完了していないので出馬禁止措置が継続して

おり、制度上１５年間の出馬禁止措置になっている」と

いうものだった。 

 

マチャド党首が出馬禁止措置を受けたのは２０１５年

なので、現在の状態が続けば「２０３０年までマチャド

党首は公職選挙に出馬できない」ということになる。 

 

マチャド党首は、予備選挙に出馬した候補の中で最も当

選する可能性の高い候補であり、今回の出馬禁止の発表

は今後のベネズエラ政治に極めて大きな影響を及ぼす

だろう。 

 

もちろん今回の発表を受けて、マドゥロ政権を批判する

反応が国内外から出ている。 

 

米国政府の Matthew Miller 報道官は「本日の決定は、

ベネズエラ国民の基本的な政治参加権を侵害するもの

である」「米国政府は現在の状況を懸念している」「ベネ

ズエラ国民は２０２４年の大統領選に参加する候補を

介入なく選ぶ権利がある」との見解を示した。 

 

「米州機構（OAS）」も声明を発表。 

「今回の決定は、恣意的なものであり、国民の権利を侵

害するものである。」「OAS 事務局長は、今回の決定に

異論を呈しており、２０２４年にベネズエラで自由で公

平で透明な選挙が実施される事を求める。」と苦言を呈

した。 

 

また、マドゥロ政権の友好国となったコロンビアのペト

ロ大統領も「どのような公権力も政治へ参加する権利を

奪うべきではない」との見解を表明。マドゥロ政権を批

判した。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/aa0798f34f60124901e9b84ad6bb70ed.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/aa0798f34f60124901e9b84ad6bb70ed.pdf
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「マチャド党首 現時点では抗議行動呼びかけず」         

 

現在のところ、マチャド党首自身は、出馬禁止の決定を

受けて、特に大きな動きは起こしていない。 

 

ソーシャルメディアでは 

「今回の意味のない出馬禁止措置は、政権が敗北したこ

とを証明しただけである。現在のところ、これまで以上

の力で、抵抗力を示し、予備選で投票しよう。国民は投

票する力を持っている。最後までと言ったら最後まで

だ。」 

と投稿。 

 

その後は、国内外の友好関係を持つ人々の連帯の言葉を

リツイートするなどに終始しており、抗議行動を呼びか

ける様子はなく、著しい治安悪化は起きていない。 

 

マチャド党首は、「予備選挙に勝利してから何らかの対

応を取る」という方針のように見えるが、出馬禁止が発

表されてから２日しか経過しておらず、様子を見る必要

がありそうだ。 

 

 

（写真）マリア・コリナ・マチャド VV 党首 

 

「主要野党 短めに今回の対応を批判」                  

 

主要野党が中心となって構成される「統一プラットフォ

ーム」は、マチャド党首の出馬禁止措置についてソーシ

ャルメディアでコメントを投稿。 

 

「民主的な統一プラットフォームは、マリア・コリナ・

マチャド氏に対する憲法違反の出馬禁止措置を団結し

て拒絶する。今回の決定はベネズエラ国民の政治権の明

確な侵害である。 

 

この侵害行為を受けて、統一プラットフォームはベネズ

エラ国民とともに１０月２２日の予備選を通じて国民

の団結を図ることを堅く約束する。」との見解を示した。 

 

 

 

また、予備選挙ではマチャド党首のライバルとなる他の

候補者も個別に今回の出馬禁止措置を批判している。 

 

マチャド党首と同じく１５年間の出馬禁止措置を受け

ているエンリケ・カプリレス元ミランダ州知事も 

「今回の対応は憲法違反であり、根拠がなく、恥ずべき

行為だ。マドゥロとその政権による新たな非民主的な対

応を明確に拒絶する。」との見解を示した。 

 

今のところ主要野党は、今回の決定に大きくリアクショ

ンする様子はないように見える。 
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「バイデン政権 ロドリゲス議長と水面下で協議」         

 

スペイン系メディア「El Pais」によると、３週間ほど前

にカタールのドーハにて、与党国会のホルヘ・ロドリゲ

ス国会議長とバイデン政権のベネズエラ担当官が極秘

で協議を行っていたという。 

 

なお、この協議は第三国の仲裁は入らなかったという。 

 

バイデン政権が派遣した交渉者は、国家安全保障委員会

のファン・ゴンサレス担当官。両者は外交的な連絡ルー

トの構築とベネズエラでの政治正常化、政治犯の解放に

ついて協議したという。 

 

６月２１日 米国政府で人質問題を担当しているロジ

ャー・カーステンス氏がベネズエラを訪問していた。 

つまり、カーステンス氏がベネズエラを訪問する前に、

ロドリゲス国会議長とゴンサレス担当官が協議を行っ

ていたと言うことになる。 

 

また、「El Pais」によると、マドゥロ政権と米国政府の

協議を行う場所としてカタールが今後も使用される可

能性が高いという。 

 

経 済                        

「英国 マドゥロ政権の GOLD 裁量権異議を棄却」           

 

６月３０日 英国裁判所は、マドゥロ政権側のベネズエ

ラ中央銀行による申し入れを棄却した。 

 

２０２２年７月２９日 英国裁判所は、英国銀行に保管

されているベネズエラ中央銀行の GOLD について、「グ

アイド暫定政権に裁量権がある」との判決を下していた。 

 

 

 

 

しかし、２３年１月にグアイド暫定政権は解散。 

暫定政権が存在しなくなったことで、暫定政権が任命し

たベネズエラ中央銀行も法的な根拠がなくなった。 

 

この状況を受けて、２３年５月２３日 ベネズエラ中央

銀行は、２２年７月に英国裁判所が下した決定に異議申

し立てを実施。 

 

しかし、英国裁判所はこの申し入れを棄却。 

英国銀行に保管されている GOLD について、マドゥロ

政権側の中央銀行に裁量権はないとの判断を維持した。 

 

ただし、５月の時点でベネズエラ中央銀行のカリスト・

オルテガ総裁は「仮に今回の要請が棄却された場合、中

央銀行は新たな法的措置を講じる」と説明しており、国

際的な裁判組織に提訴するなど別の手段を講じること

になりそうだ。 

 

「自動車売買プラットフォーム CarValue」                  

 

６月２８日 マドゥロ政権が主催した起業家支援イベ

ントにて、「CarValue」というプラットフォームが紹介

された。 

 

「CarValue」の開発者である Alberto Vicentelli 氏によ

ると、同プラットフォームは自動車の売買を仲介するも

のだという。 

 

Vicentelli 氏は、「CarValue」を利用することで「自動車

の売買が迅速で安全で信頼できる手段で可能になる」と

説明。「自動車売買のスタンダードを作りたい」との意

欲を示した。 

 

同プラットフォームは、自動車の適正価格を評価するア

ルゴリズムを備えており、その評価額を元に自動車を同

社が購入し、整備した後に販売されるという。 
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なお、同プラットフォームを通じて販売される自動車は

全て３ヶ月、４０００キロの保証が付いているという。 

 

同プラットフォームでは様々なタイプの車が販売され

ているが、金額は１台５０００ドル～１４０００ドル程

度だという。 

 

 

（写真）CarValue 

 

社 会                       

「働きやすい企業ランキング２０２３公開」            

 

世界９８カ国で企業のランク付けを行っている「Great 

Place to Work®」は、２０２３年の「ベネズエラの働き

やすい企業ランキング」を発表した。 

 

同ランキングに参加した企業は３０社。 

 

ランキングは「信頼性」「尊重」「平等」「仲間意識」「誇

り」「社会的な評価」などを加味して作られる。 

 

また、ランキングは「従業員数１５０名以上の部」、「従

業員１５０名以下の部」に分かれており、それぞれの部

で上位９社が発表された。 

 

両部門の上位９位までに選ばれた合計１８社の平均値

は以下の通り。 

 

■男女比：男性４８％、女性５２％ 

■年 齢： 

２５歳以下  １４％ 

２６～３４歳 ２６％ 

３５～４４歳 ３０％ 

４５～５４歳 ２２％ 

５５歳以上  ８％ 

■勤続年数 

 ２年より少ない ３８％ 

 ２～５年    ２７％ 

 ６～１０年   １４％ 

 １１～１５年  １０％ 

 １６～２０年  ５％ 

 ２１年以上   ６％ 

 

従業員１５０名以下の企業ランキングは以下の通り。 

 

１．Chevere Salud, C.A（医療保険） 

２．ZETTA（技術サービス） 

３．ALIMENTOS INTERNACIONALES（食品総合卸） 

４．Medisolutions, C.A（医療資材輸入販売） 

５．SOUTEC-VE（企業コンサルタント） 

６．DHL GLOBAL FORWARDING（輸送） 

７．EUROCIENCIA, C.A（医療資材販売） 

８．Robin Agency, C.A.（日用品販売） 

９．C.A. Reaseguradora Internacional de Venezuela（保

険会社） 

 

従業員１５０名以上の会社のランキングについては、追

って「ウィークリーレポート」にて紹介したい。 

 

 

 

 

https://www.cheveresalud.com/
http://zetta.laimagenweb.net/
https://www.dhl.com/jp-en/home/global-forwarding.html
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２０２３年７月１日～２日（土曜・日曜）              

政 治                       

「米国 クリベル・アルカラ氏の個人制裁を解除    

     ～テロ計画罪の罪で引き続き拘留～」        

 

Joshua Goodman 記者は、自身のソーシャルメディアア

カウントにて、「米国検察庁が、クリベル・アルカラ・

コルドネス氏に科していた個人制裁を解除した」と投稿

した。 

 

クリベル・アルカラ氏は元ベネズエラ軍人。 

故チャベス政権下では、与党に忠実な軍人として活動し

ていたが、マドゥロ政権に交代した後に反旗を翻し、政

府を倒壊するための計画を主導した人物。 

 

２ ０ ２ ０ 年 ５ 月 に 起 き た マ ド ゥ ロ 政 権 倒 壊 作 戦

「Gedeon オペレーション」の指揮者で、最初はグアイ

ド暫定政権と協力していたが、支払い問題などを理由に

関係が悪化。 

 

どのような背景があったのか全容は明らかになってい

ないものの、２０年３月に米国政府は「Gedeon オペレ

ーション」が実行に移される前にアルカラ氏を「麻薬取

引のリーダー」との理由から指名手配にし、アルカラ氏

は投降する形でコロンビア警察に捕まり、米国に連行さ

れた。 

 

なお、アルカラ氏は逮捕されたが、「Gedeon オペレーシ

ョン」自体は２０年５月に実行され、失敗に終わってい

る。 

 

米国検察庁は、アルカラ氏に科していた「麻薬取引犯」

を理由とした個人制裁は解除したものの、外国でのテロ

計画罪で拘束されたまま。現在のところ懲役刑は求刑さ

れていないようだが、釈放される予定はない。 

 

 

実際のところ、本件は政治的な理由での逮捕である。 

 

様々な事実を元に考えると、米国政府が「Gedeon オペ

レーション」の存在を認識し、間接的に関与していた可

能性は高い。 

 

前述の背景からアルカラ氏は、米国政府にとって暴露さ

れると非常にやっかいな事実を知っていると推測され

る。それ故に司法取引が完了するまでアルカラ氏が解放

されることはないだろう。 

 

「タチラ州 コロンビア領事館が活動再開」           

 

コロンビアとベネズエラの国境都市タチラ州のサン・ア

ントニオ・デ・タチラのコロンビア領事館が４年ぶりに

再開した。７月３日（月曜）から領事業務を再開するこ

とになる。 

 

領事は Alejandro Mahé Matamoros 氏。 

Matamoros 領事によると、タチラ州は停電が頻繁に起

きるため、同領事館は発電機を設置し、サービスを止め

ないようにしているという。 

 

 

（写真）La Patilla 

サン・アントニオ・デ・タチラのコロンビア領事館” 

 



 VENEZUELA TODAY 
２０２３年７月１日～７月２日報道               No.９２９   ２０２３年７月３日（月曜） 

7 / 8 

 

「チリ 在ベネズエラ・チリ大使を任命」           

 

７月１日 チリ外務省は、Jaime Gazmuri 氏（下写真の

男性）を在ベネズエラ・チリ代表大使に任命すると発表

した。 

 

チリ外務省は「外交官の任命はベネズエラとチリの関係

接近のサインである」と補足。マドゥロ政権との関係改

善に向けて動き出す意思を示した。 

 

この発表の前日の６月３０日に、マチャド党首の出馬禁

止措置が発表されていた。 

 

世界的にマドゥロ政権を批判する流れがある中で、チリ

は淡々とマドゥロ政権との関係修復に動くという意思

表明かもしれない。 

 

Gazmuri 新大使は、２０年間チリで議員を務めていたよ

うだ。また、２度目のバチェレ政権時代（２０１４年～

１８年）に在ブラジル・チリ大使を務めたこともある。 

 

また、１９年には「Televisión Nacional de Chile」のダ

イレクターを務めたことがあるようだ。 

 

 

（写真）ベネズエラ外務省 

 

経 済                       

「イベリア航空 ベネー西間を週５に増便」         

 

スペインのイベリア航空は、カラカス－マドリッド間の

路線を週２便から週５便（火曜・水曜・木曜・土曜・日

曜）に増やすと発表した。 

 

週５便になるのは９月２日から。 

９月２日~１０月２８日までのスケジュールは、 

カラカス発１７時５分、マドリッド着は翌日７時５０分 

マドリッド発１１時５５分、カラカス着は１５時１０分 

 

１０月２９日～２４年３月２９日 

カラカス発１８時１５分、マドリッド着翌日７時５５分 

マドリッド発１１時５５分、カラカス着は１６時２０分 

 

（写真）イベリア航空 
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「２３年半期 インフレ１００％、レート６０％」                  

 

経済学者でメトロポリタン大学のルイス・オリベロス教

授は、２０２３年１月～６月のマクロ経済について分析。 

 

同期間のインフレ率は１００％で、為替レートは６０％

ボリバル安になったとした。 

 

また「この６ヶ月ベネズエラは経済成長を出来なかった」

と指摘。「現在の状況を打開するために抜本的な方針の

転換が必要」との見解を示した。 

 

世論調査会社「Datanalisis」のビセンテ・レオン社長は、

「２３年第２四半期に入り、物価上昇が緩やかになった」

と指摘。「Chevron がベネズエラ経済にドルを供給した

ことで、ボリバル安に歯止めがかかり、インフレが抑え

られた」とした。 

 

レオン社長は、２０２３年の経済成長について、「下方

修正の方向で検討する必要がある」としながらも、現時

点では２．５％のプラス成長を予見しているとした。 

 

社 会                       

「Socoadventures ベネズエラの自然映像が注目」            

 

ベネズエラの観光ツアーを運営する「Soco Adventures」

のインスタグラムが世界的に注目を集めているようだ。 

 

同インスタグラムではベネズエラの自然や景色の映像

を投稿しており、その美しさが評判となり多くの人に視

聴されている。 

 

最近更新された「Esto es Venezuela（This is Venezuela）」

では、ベネズエラの様々な州の自然をまとめており、一

見の価値がある。 

 

 

インスタグラムのアカウントを持っている方は一度

「socoadventures」で検索されることをお勧めしたい。 

 

 

（写真）socoadventures Instagram 

 

「軍部 アマゾナス州鉱区住民へ自主避難を推奨」                  

 

ベネズエラ国軍は、アマゾナス州の鉱山地域に住む労働

者らに自主的な避難を推奨した。 

 

６日１９日、マドゥロ大統領は、鉱山地域で活動する違

法採掘業者の取締を強化するよう軍部に命令（「ベネズ

エラ・トゥデイ No.924」）。これを受けて、軍部が鉱山

地域での取締を始めている。 

 

ドミンゴ・エルナンデス・ラレス国軍総司令官は、 

「国軍は違法採掘業者を摘発するための大規模な作戦

を開始する。同地域の市民が巻き添えにならないよう、

対象地域の住民に対して自主的な避難を推奨する」 

と発表した。 

 

以上 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b529d73ddc2917759f7c8c120a4ba77e.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/b529d73ddc2917759f7c8c120a4ba77e.pdf

